
 

出
港
翌
日
に
は
非
常
事
態
に

備
え
て
、
避
難
訓
練
お
よ
び

消
火
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
航
海
士
よ
り
救

命
器
具
の
取
り
扱
い
に
つ
い

て
の
説
明
も
お
こ
な
わ
れ
ま

し
た
。
全
乗
組
員
が
参
加

早
乙
女
竜
也
（
さ
お
と
め
た

つ
や
）
▼
次
席
二
等
航
海
士

兼
甲
板
員
▼
年
齢
▼
４
９
歳 

趣
味
▼
ヨ
ガ
・
読
書
・
旅
行 

一
言
メ
ッ
セ
ー
ジ
▼
百
戦
錬

磨
の
先
輩
方
と
日
本
の
未
来

を
担
う
学
生
達
と
同
じ
釜
の

飯
を
食
べ
な
が
ら
多
く
の
刺

激
を
受
け
、
と
て
も
充
実
し

た
日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。

座
右
の
銘
▼
「
敬
天
愛
人
」 
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薩
摩
青
雲
丸 

訓
練
後
の
実
習
生
集
合
写
真 

＝
５
月
１
５
日
、
船
首
に
て 

ニ
ュ
ー
フ
ェ
イ
ス 

新
乗
組
員

の
紹
介 

先
日
、「
二
級
海
技
士
」
４
月
定
期
試
験

の
合
格
発
表
が
あ
り
、
乗
船
中
の
３
名
の
専

攻
科
生
が
科
目
合
格
（
二
年
生
の
立
石
君
と

帖
地
君
が
４
科
目
中
２
科
目
、
一
年
生
の
田

中
君
が
１
科
目
合
格
）
し
ま
し
た
。
一
日
最

大
５
時
間
の
勉
強
を
こ
な
し
た
と
い
う
田
中

君
は
「
次
回
の
７
月
定
期
試
験
で
も
必
ず
合

格
し
た
い
」
と
意
欲
を
み
せ
ま
す
。
現
在
３

名
以
外
に
も
複
数
の
専
攻
科
生
が
科
目
合
格

し
て
お
り
、
中
に
は
全
科
目
合
格
を
達
成
し

た
生
徒
も
い
ま
す
。
互
い
に
刺
激
し
合
い
な

が
ら
、
実
習
中
も
夜
遅
く
ま
で
学
習
室
で
試

験
勉
強
に
励
む
生
徒
も
み
ら
れ
ま
す
。 

指導教官の目 

し
、
実
習
生
も
真
剣
な
面
持

ち
で
訓
練
に
臨
み
ま
し
た
。

実
習
生
に
と
っ
て
は

慣
れ
な
い
船
内
生
活

で
す
が
、
海
象
の
良

い
日
が
続
い
て
い
る

た
め
、
船
酔
い
か
ら

も
比
較
的
早
く
解
消

さ
れ
、
皆
普
段
ど
お

り
の
体
調
に
な
っ
て

合
格
し
た
三
名
の
専
攻
科
生 

右
か
ら
立
石
君
、
田
中
君
、
帖
地
君 

＝
５
月
１
５
日
、
生
徒
食
堂
に
て 
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ろ
で
す
。
昼
間
の
作
業
で
は

顔
を
日
焼
け
す
る
ぐ
ら
い
の

日
差
し
で
、
雨
も
降
り
ま
せ

ん
。
今
航
海
で
は
３
１
日
の

千
秋
楽
ま
で
合
計
１
４
回
の

マ
グ
ロ
延
縄
操
業
実
習
が
計

画
さ
れ
て
い
ま
す
。
実
習
生

た
ち
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
被
り

カ
ッ
パ
、
ビ
ニ
ー
ル
手
袋
、

軍
手
、
長
靴
、
ラ
イ
フ
ジ
ャ

ケ
ッ
ト
を
着
用
し
、
日
々
不

慣
れ
な
格
好
で
乗
組
員
の
指

導
の
も
と
に
奮
闘
中
で
す
。

一
年
生
に
と
っ
て
は
仕
事
を

覚
え
る
最
初
の
航
海
、
二
年

生
に
と
っ
て
は
一
年
間
の
集

大
成
と
な
る
最
後
の
航
海
に

な
り
ま
す
。
今
週
末
の
千
秋

楽
に
向
け
て
先
輩
か
ら
後
輩

へ
の
引
継
ぎ
も
い
よ
い
よ
大

詰
め
を
迎
え
ま
す
。 

船
内
学
習 

操  
練 

操
業
実
習 

５
月
１
４
日
の
出
港
式
の
際

は
盛
大
な
お
見
送
り
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
実
習

開
始
か
ら
約
二
週
間
が
経
過

し
ま
し
た
の
で
生
徒
達
の
様

子
を
報
告
致
し
ま
す
。 

５
月
１
８
日
よ
り
マ
グ
ロ
延

縄
操
業
実
習
が
開
始
さ
れ
ま

し
た
。
気
温
は
毎
日
３
０
℃

以
上
あ
り
、
照
り
つ
け
る
太

陽
と
青
く
ま
ぶ
し
い
大
洋
は

夏
真
っ
盛
り
と
い
っ
た
と
こ

い
ま
す
。
本
科
生
の
実
習
内

容
と
比
較
す
る
と
、
作
業
内

容
も
複
雑
で
ハ
ー
ド
な
も
の

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
笑
顔

を
絶
や
さ
ず
一
致
団
結
し
て

実
習
に
取
り
組
む
様
子
が
印

象
的
で
す
。
本
航
海
は
専
攻

科
生
２
２
名
が
乗
船
。
様
々

な
場
面
で
２
年
生
が
１
年
生

を
指
導
す
る
姿
が
み
ら
れ
ま

す
。
指
導
教
官
も
乗
組
員
と

共
に
安
全
第
一
で
実
習
生
の

指
導
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。 

揚
縄
作
業
前
デ
ッ
キ
に
て

＝
５
月
２
２
日 

航
海
実
習
中
は
、
訓
練
記
録

簿
（
専
攻
科
は
三
級
海
技

士
）
に
対
応
し
た
船
長
・
機

関
長
に
よ
る
講
義
や
試
験
、

ま
た
、
航
海
士
及
び
機
関
士

に
よ
る
各
種
実
技
講
習
等
も

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。 

右
は
生
徒
食
堂
に
て
船
長
講
義

＝
５
月
１
７
日 


